
人生の 7つの優先事項：内面的基盤と支援的リソースの対比ガイド 

1. 導入：価値ある人生を探求する問い掛け 

人生の優先順位を見出す学びの旅は、ある青年の長距離バスでの体験から

始まります。20代の頃、テキサス州ダラスの実家からミシガン州シャール

ボイで開催されるクラシックギター・マスタークラスに向かう途中、ハイ

ウェイ沿いに広がる麦畑の風景を車窓から眺めながら、思索に耽る時間が

ありました。 

そこで発せられたのは、人間にとって普遍的かつ根本的な問いでした。 「

私たちの人生は、脈絡のない活動のランダムな寄せ集めに過ぎないのか。

それとも、互いにつながり作用し合う、意味ある構造を持っているのか」 

「自分に与えられた一度きりの時間とエネルギーを、永遠の価値を持たな

い無益な事柄に浪費していないだろうか」 

人生の終盤において過去を振り返ったとき、膨大な時間を無駄にしたこと

に深い後悔や慚愧の念を抱き、自らの愚かさを呪いながら生涯を閉じるこ

とは、誰しもが避けたいと願うことです。与えられた可能性を最大限に活

かし、自らが抱く希望や夢を叶えるだけでなく、多くの人々の人生をも実

り豊かに生きるためには、日々の取り組みを整理し、何に時間と注意を注

ぐべきかを明確にする必要があります。 

生活上のあらゆる取り組みをリストアップし、それらを整理・比較・統合

していくプロセスを経て導き出されたのが、人生における「7つの優先事

項」です。この 7つの領域は、私たちが人生を構築する上で欠かせない**

「内面的基盤」と、それを維持・推進するための「支援的リソース」**と

いう 2つの柱に分類することができます。 



2. 比較一覧：「内面的基盤」対「支援的リソース」 

人生の 7つの優先事項は、その性質と役割によって、内面や魂の尊厳に関

わる「基盤」と、それを支える外部的な「リソース」に明確に分けること

ができます。 

分類 
優先順位

と項目 
本質的な役割・目的 優先される理由・原則 

内面・

精神・

道徳的

基盤 

第 1位：

神 

霊と永遠に関わる領域の

理解と、超自然的な関わ

りの確立 

人生の創造主であり、人生の鉄

則の著者。神を理解することが

人生の理解につながるため。 

内面・

精神・

道徳的

基盤 

第 2位：

品性 

アイデンティティ（本当

の自分、才能、性格、長

所）の発見と、選択・行

動への自己責任の徹底 

人生の成果は自己の選択の産物

であり、他者や他のすべての領

域に直接的な影響を与えるため

。 

内面・

精神・

道徳的

基盤 

第 3位：

家族 

結婚、子育て、血縁関係

における強い献身と責任

の全う 

誕生や結婚を通じて、直接的か

つ最優先の責任を負う対人関係

であるため。 

内面・

精神・

道徳的

基盤 

第 4位：

友人、知

人、目上

の人 

社会的関係（友人、知人

、雇用主、指導者、政府

高官、見知らぬ人）にお

けるポジティブな関わり 

隣人愛の実践であり、あらゆる

日常の対話の中に人生を変える

ポジティブな可能性が潜んでい

るため。 



外部・

支援的

リソー

ス 

第 5位：

健康 

食生活、運動、ストレス

管理を通じた身体的・精

神的コンディションの維

持 

高い優先事項を果たし、仕事の

責任を全うし、人生の豊かな体

験を存分に味わうための第一の

物理的条件であるため。 

外部・

支援的

リソー

ス 

第 6位：

仕事・目

的・天命 

毎朝起きることの意味付

け、目標に向かって働く

こと、趣味・社会運動・

創造的営み 

金銭とは異なり、人生に指針と

毎朝起きる意味を与え、目的意

識を社会的に表現する手段とな

るため。 

外部・

支援的

リソー

ス 

第 7位：

金銭と財

産 

お金、家、車などの物理

的・物質的資産の補完的

管理 

単独で目的意識を与えるもので

はなく、より高次な目標や責任

を果たすための補助的手段（サ

ポートツール）であるため。 

本質的な洞察（So What?） 

この比較から得られる最も重要な洞察は、**「健康・仕事・金銭などの外

部的リソースは、それ自体が人生の究極の目的（ゴール）ではなく、上位

にある内面的・道徳的基盤（神・品性・人間関係）を支え、実現するため

のツールである」**という点です。どれほど財産を築き、仕事で成果を上

げても、内面的な基盤や人間関係が崩壊していれば、人生の真の満足や永

遠の価値を得ることはできません。 

この優先順位の構造をさらに深掘りするため、まずはすべての土台となる

第 1の柱「内面・精神・道徳的基盤」の詳細を見ていきましょう。 



3. Pillar 1: 内面・精神・道徳的基盤 (Priorities 1–4) 

第 1から第 4の優先事項は、個人の精神、倫理観、そして他者との繋がり

に関わる、人生の絶対的な「土台」を形成します。 

第 1位：神 (God) 

すべての優先事項の頂点に立つのは「神」です。神は人間を創造した存在

であり、人生における不変の鉄則を書き記した著者とされています。神を

知り、理解し、神の視点から人生を見つめることこそが、人生そのものを

正しく理解する唯一の道筋です。聖書にも次のように記載されています。 

「あなたには、私をおいてほかに神があってはならない」（出エジプト記

20章 3節） 

「『心を尽くし、精神を尽くし、思いを尽くし、力を尽くして、あなたの

神である主を愛しなさい。』第一の掟はこれである。」（マルコによる福

音書 12章 30節） 

霊的な領域や永遠に関わる問題に目を向け、神との関係を最優先に置くこ

とが、すべての価値判断の基準となります。 

第 2位：品性 (Character & Personal Responsibility) 

第 2位は、自分自身の品性を涵養し、アイデンティティを確立するととも

に、行動に全責任を持つことです。ここには「本当の自分とは何者であり

、恵まれている才能、性格、長所が何であるか」についての発見が含まれ

ます。人生は突き詰めれば自らの選択の産物であり、生き方に対する申し

開きを他人の責任に帰することは許されません。自分の態度、動機、思考

、行動が与える影響を自覚し、高潔な人柄へと変貌を遂げることが求めら



れます。品性は他のすべての領域に直接作用するため、まず自己の目から

障害を取り除く姿勢が不可欠です。 

「偽善者よ、まず自分の目から丸太を取り除け。そうすれば、はっきり見

えるようになって、兄弟の目からおが屑を取り除くことができる。」（マ

タイによる福音書 7章 5節） 

第 3位：家族 (Family Relationships) 

対人関係の中で最も高い優先順位を与えられるのが「家族」です。誕生や

結婚によって結ばれた家族関係には、強い意志を伴う献身と直接的な責任

が発生します。十字架上で命を落とす間際にも時間を割いて母を労わるよ

う弟子に諭したイエスの姿（ヨハネによる福音書 19章 26〜27節）や、以

下の聖句が示す通り、家族の世話は倫理的・信仰的義務の核となります。 

「自分の親族、特に家族の世話をしない者がいれば、その者は信仰を捨て

たことになり、信者でない人にも劣っています。」（テモテへの手紙 1 5

章 8節） 

第 4位：友人、知人、目上の人 (Broader Human Relationships) 

家族の輪を越えた広範な人間関係も、同じく尊ばれるべき重要な領域です

。「隣人を自分のように愛しなさい」（マタイによる福音書 22章 39節）

という教えに基づき、友人、知人、雇用主などの権威者、霊的指導者、政

府高官、さらには日常で出会う赤の他人に至るまで、誠実に関わりを持ち

ます。日常の対話や一つ一つの出会いにポジティブな転機が訪れる可能性

を見出すことが、人生を豊かに彩ります。 



これら 4つの内面的基盤を現実の世界で持続させ、体現していくためには

、実体的な身体や社会活動、経済的基盤といった「支援的リソース」が必

要不可欠となります。次に、第 2の柱である具体的なリソースの領域を確

認します。 

4. Pillar 2: 外部・支援的リソース (Priorities 5–7) 

第 5から第 7の優先事項は、内面的な価値観を実現するために必要な物理

的・社会的手段です。これら 3つのリソースの間にも、決して崩してはな

らない明確な順序が存在します。 

1. 第 5位：健康 (Health) 

o 概要と役割： 食生活、運動、ストレス管理など、身体的・精神

的な健康の維持全般を指します。 

o 順序の理由： 健康は仕事（第 6位）よりも優先されます。なぜ

なら、健康を害してしまえば、仕事に対する責任を十分に果た

すこともできず、人生が与えてくれる様々な経験を存分に味わ

うことも不可能になるからです。 

2. 第 6位：仕事・目的・天命 (Work, Purpose, & Calling) 

o 概要と役割： 職業的な労働（有給の仕事）にとどまらず、趣味

、社会運動、創造的・芸術的営みなど、人間に指針を与え「毎

朝起きることの意味付け」をしてくれる活動全般が含まれます

。 



o 順序の理由： 金銭（第 7位）と異なり、日々の生活に直接的な

目的意識をもたらすものであり、高次な目的を達成するための

重要な表現手段となります。 

3. 第 7位：金銭と財産 (Money & Possessions) 

o 概要と役割： お金、家、車をはじめとするあらゆる物理的・物

質的財産です。 

o 順序の理由： 金銭や財産は、人生において第一に目標とすべき

ものではありません。仕事がもたらすような目的意識を直接与

えてくれるものではなく、あくまで**「補助的な役割（サポー

トツール）」**を果たします。より尊い高次の目標や責任を果

たすための「資源」として活用されるべきものです。 

これらの外部的リソースを正しく理解したところで、次に「目的（内面的

基盤）」と「手段（支援的リソース）」がどのように動的に作用し合うの

か、その構造をさらに深く考察してみましょう。 

5. 目的と手段の相互作用 (The Dynamics of Means vs. Ends) 

7つの優先事項を真に理解するためには、「目的（内面的基盤）」と「手

段（支援的リソース）」の相互作用を把握することが鍵となります。 

【核心的な合成：目的と手段の動的関係】 

• 手段（リソース）から目的（基盤）への寄与: 適切な「健康」「仕事

」「財産」という物理的土台がなければ、病気や困窮によって、神

への奉仕、品性の向上、家族や他者への責任を十分に果たすことが



困難になります。外部的リソースは、高次な責任を果たすための「

燃料」です。 

• 目的（基盤）から手段（リソース）への方向付け: 一方で、「神」「

品性」「人間関係」という内面的な指針や道徳的基盤を欠いたまま

「仕事」や「金銭」のみを追求すると、それらは高尚な意味を失い

、真の永続的な価値を生み出さない空虚な追求へと陥ってしまいま

す。 

• 目的と手段の倒錯がもたらすリスク: 手段であるはずのリソースを人

生の最優先目的にすり替えてしまうと、人生の終盤に差し掛かった

とき、真に価値ある事柄に時間を使わなかったことへの「深い慚愧

の念」や後悔に苛まれることになります。本フレームワークは、ま

さにそのような人生の破綻を防ぐために設計されています。 

したがって、外部的リソース（第 5〜7位）は、内面的基盤（第 1〜4位）

に奉仕し、それを支えるために存在しているという主従関係を正しく保つ

ことが、人生の調和と至極の満足を生み出す絶対的な条件となります。 

この理論的枠組みを理解した今、最も重要なステップは、この基準をあな

た自身の日常に照らし合わせ、実生活へと適用することです。 

6. 学習者のための振り返りと自己対話 (Self-Assessment & Reflection) 

提示された「人生の 7つの優先事項」のフレームワークを用いて、あなた

自身の現在の生活や時間の使い方を評価してみましょう。以下のチェック

リストを活用し、静かな心で自己対話を行ってください。 



自己評価チェックリスト 

• [ ] 立ち止まる時間 (Taking Time) 

o 日常の忙しさから手を休めて心身を落ち着かせ、自分が日々の

諸活動に割いている「真の価値」について、まじめに考える時

間を定期的に設けていますか？ 

• [ ] 時間の投資 (Time Investment) 

o 刻一刻と過ぎ去り、二度と戻らない掛け替えのない貴重な財産

である「時間」を、永遠の価値を持つ事柄（神、品性、家族、

人間関係）に賢く投資していますか？それとも無益な事に浪費

していますか？ 

• [ ] 軌道修正 (Course Correction) 

o 現在の人生の旅路を振り返ったとき、自分にとって最も大切な

優先順位に沿って最善のルートを選んでいますか？より豊かな

歩みを進めるために、スケジュールや活動の優先順位を「軌道

修正」する必要はありませんか？ 

結び 

人生は、一度きりの貴重なチャンスです。日々の取り組みを「7つの優先

事項」という視点から見直し、内面的な基盤を第一に据え、与えられた資

源を賢く投資していくこと。それこそが、将来振り返ったときに悔いなく

、自分自身も周囲の人々も豊かにする「至極の満足」へとつながる確かな

道筋です。今日からご自身の人生に対して思慮深くあり、価値ある歩みを

踏み出していきましょう。友よ、どうか賢い投資を。 


